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【研究ノート】
「公益学」の成立と体系化
東北公益文科大学大学院
小野　英一
はじめに
　民主党政権において「新しい公共」1が政策理念として掲げられるなど、現在、
「公共」に光が当てられている。近年になって様々な社会問題をめぐる議論が
「公共性」という言葉を軸になされはじめ、「公共性」や「公共的」という概念
を哲学的に探究する「公共哲学」も注目されてきている（山脇、2004）。
　このような動きがある中で、近年になり「公益学」も台頭してきている。
21世紀は「公益」をキーワードとした「公益の時代」と評され、「公益」の視
点で様々な社会事象を分析するとともに、社会問題を乗り越え、「公益」の理
念を活かした「公益社会の実現」を目指す時代に入っている（小松、2000；
2004）。そしてこの「公益の時代」において「公益」を探究する新進の学問こ
そが「公益学」である。小松（2000：22）は、この「公益の時代」と「公益学」
について以下のように論じている。「まさに公益の時代の出発である。経済的
価値や営利を超えて、〈世のため人のため〉に考え、行動する公益活動とそのサー
ビスの局面にことさら光をあてる公益学がいかに発展し、定着するかが、二一
世紀をみる鍵になるのである」。
　初の「公益学」研究の学会として日本公益学会が 2000年に設立されてか
1 民主党への政権交代後の 2009年 10月に行われた鳩山内閣総理大臣の所信表明演
説において「新しい公共」が打ち出された。2010年 10月には「新しい公共」推進
会議が内閣に設置されるなど、「新しい公共」をキーワードとした様々な政策が打ち
出されている。
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ら、また、「「公益」を総合的に研究し、学ぶ日本初の大学」（東北公益文科大
学、2001b：7）として東北公益文科大学が 2001年に開学されてから 10年ほ
どの月日が経った。「公益学」の起源をどこに求めるかについては様々な捉え
方があろうが、以上の点を踏まえれば、2000年頃を 1つの「公益学」の始ま
りの時期と捉えることができる。つまり、「公益学」という学問が成立し、日
本公益学会と東北公益文科大学が中心となって「公益学」の体系化を進めてか
ら、約 10年が経ったということである。そしてこの間、「公益学」の各研究
者が「公益学」の研究蓄積・体系化に取り組んできたところである。
　本研究は、「公益学」が成立し、その体系化が進められてから約 10年が経ち、
諸研究の蓄積とともに学問としての展開がなされてきているこの時点で、「公
益学」の成立と体系化を中心に整理・分析するものである。
　本研究の主題とその意義は以下のとおりである。「公益学」について整理・
分析した主要な先行研究には、大島（2001）、小松（2000；2002；2004）な
どがある。「公益学」が成立するまでの背景や状況についての先行研究には小
松（2001b）がある。「公益学」研究の一つとして、それぞれの研究分野にお
いて「公益」という視点・観点から分析する研究は数多くなされているもの
の2、「公益学」そのものについて整理・分析した先行研究は上記に挙げたもの
などに限られており、蓄積が少ない状況にある3。さらにこれらの先行研究に
ついても、2000年前後の「公益学」が成立する時期、あるいは成立して間も
ない時期に集中しており、近年においては、論説などの一部において短い記述
はあるものの、「公益学」について整理・分析する研究は見られない状況にある。
本研究の主題は、こうした「公益学」をめぐる状況を踏まえ、「公益学」につ
2 このような諸論者の研究を集めた文献として小松・公益学研究会編（2002）、間瀬
編（2008）がある。
3 「公益学」および「公益学」の理論・知見を整理した上で、それらを踏まえながら様々
な社会事象・問題について分析した先行研究には、小松（2000；2002；2004）、小
野（2010a；2010b；2011）がある。このような研究についても、研究の蓄積は少な
い状況にある。
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いて整理・分析する研究を、「公益学」が成立して体系化に取り組み始めてか
ら約 10年が経ったこの時点で行い、「公益学」についての整理・分析を新た
に加えることにある。
　本稿の構成は以下のとおりである。第 1章では、1990年代後半の「公益学」
研究に対する機運の高まりと 2000年前後における「公益学」の成立およびそ
の前後について整理・検証する。第 2章では、2000年前後に「公益学」が成
立して以降、2000年代に「公益学」の体系化が進められ、「公益学」研究の諸
論者が「公益学」の体系について論じてきており、それらの先行研究を踏まえ
ながら「公益学」の体系化について整理・検証する。最後に全体をまとめる。
１.「公益学」の成立
　第 1節　「公益学」の成立における背景と契機
　本章では「公益学」の成立を中心に整理・検証する。まず「公益学」の成立
における背景について論じる。「公益学」という新しい学問が台頭してくる背
景には、様々な社会・経済の動向があった。小松（2004：285-286）は、「新
しい学問が生成する際には、それまで注目されたり、重視されたりすること
のなかった新しい問題が発生あるいは拡大し、その対応や解決の必要性が喫
緊の課題と認識されることが契機となる例が多い」とし、「公益学」の生成に
も、それを促した社会情勢が背景や契機にあったと論じている。そしてその
「公益学」成立の背景と土壌として、以下の点を挙げている（「同書」）。第 1に、
日本が「公益」・公益活動を十分に評価しない社会であったということである。
日本ではボランティアなど公益活動に対する評価は決して高くはなく、また「公
益」や公益活動に無関心でも特段の不都合は生じず、公益活動に不熱心でも本
業に精を出していれば、社会的にマイナス評価を受けないといった現実がある。
第 2に、善行など公益活動のかなりのものが記録されず、消えていく社会であっ
たということである。経済活動はわずかなものでも記録・集計されるのに比べ、
公益活動の記録・集計は十分ではなく、調査・研究の対象としても十分に掌握
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されておらず、公益活動は十分には明らかにされていない。経済活動はほぼ全
容が掌握され、明らかになっているのに対して、公益活動が十分に明らかになっ
ていないという状態であれば、社会の全体像は的確には理解されないというこ
とになる。第 3に、経済活動が市場のみで完結せず、経済原理を超える原理・
視点との調和が必要な社会・時代になっているということである。世界の流
れは「経済原理」と「公益原理」、「経済」と「公益」が調和する方向にあるが、
日本ではその対応は遅れており、「経済原理」・営利を超える「公益原理」への
配慮、「経済原理と公益原理の調和」が不可避になっているということである。
　さらにそうした背景の中で「公益学」が成立する契機について、小松（2004）
は以下の 4点を挙げている。第 1に、本来、公益性が高くなくてはならない
公益法人、行政、政治など「公益」に関係する団体・関係者による「公益」を
無視、軽視する動きが繰り返し見られたことである。そうしたことが、「公益」
の理念、「公益学」の必要性を一層強く認識させることとなった。第 2に、バ
ブル経済崩壊後の長期不況と市場原理の破綻がある。1980年代末に始まるバ
ブル崩壊は、不況を長期化させ、市場原理が機能しなくなるほどの状況も現出
した。それにより市場原理への不信感が強まり、市場原理のマイナス面の補完
か、市場原理とは別の原理の登場が期待されることとなった。それが「公益学」
の登場につながっていくこととなる。第 3に、財政悪化による高度福祉国家
の低迷と社会保障の後退がある。財政の悪化は、最低限保障システムである社
会保障を後退させることになった。その結果、社会保障の後退を補完・補充す
る必要性、行政に依存しない対応の必要性も強く認識させることとなり、戦前
に広く見られた民間の手による公益活動の再生の必要、あるいは市民の参加・
協力・連帯による相互貢献・連帯の必要性が再認識されることとなった。第 4に、
人々の「本もののより良い暮らし、より良いまちづくりを目ざす動き」が広がっ
たことである。より良い暮らしを実現するには、既存のあり方を超えて、市民
が参加・協力・連帯したまちづくりが必要であると理解されるようになった。
　以上のような様々な社会・経済情勢を背景・契機として「公益学」は生み出
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されることとなった。
　第 2節　「公益学」の成立―日本公益学会の設立―
　本稿では、初の「公益学」研究の学会である日本公益学会の設立、さらに、「「公
益」を総合的に研究し、学ぶ日本初の大学」である東北公益文科大学の開学を「公
益学」の成立における核として捉え、本節ではそれらの点から「公益学」の成
立を中心に整理・検証する。
　小松（2001b）は、日本公益学会の成立にいたるまでの経緯と状況について
整理・分析しているが、日本公益学会が設立される数年前から、「公益学」に
対する検討や「公益学」につながる研究活動が進められ、そうした「公益学」
研究の機運の高まりの中から日本公益学会が設立されたと分析している。以下、
日本公益学会の設立にいたるまでの経緯と状況について整理する。
　日本公益学会が発足するのは 2000年 5月であるが、それよりも約 3、4年
前からすでに「公益学」そのものの検討は進められていた。そうした中で、
1998年に『三田評論』（1998年 5月、第 1002号）に「公益」の特集が掲載
されることとなるが、これは、「公益学」、「公益の時代」という内容がまとまっ
て世に出される初の文献となった（小松、2001b）。そこでは植草益、川口善行、
小野桂之助、小松隆二の 4名の論者による「公益の時代」と冠した座談会が
掲載され、さらに小松隆二による ｢公益学のすすめ ｣、長島昭による「科学技
術と公益の広がり」といった「公益」・「公益学」に関した論考が掲載されてい
る（小松、1998；長島昭、1998）。「公益学」という名称を題名に用いた単行
本としては『公益学のすすめ』（小松、2000）が史上初であるが4、雑誌を含め
た文献としては、この『三田評論』（1998年 5月号、第 1002号）に「公益学
のすすめ」（小松、1998）が掲載されており、管見の限りこれが「公益学」と
いう名称を題名に用いた初の文献である。その後引き続き『三田評論』におい
4 国立国会図書館のウェブ検索を利用（2011年 10月 31日現在）。
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て、1998年から 1999年にかけて第 5回にわたって「シリーズ〈公益〉」が連
載されていく5。そこでは様々な分野の論者による「公益」・「公益学」に関す
る論文が取り上げられていった。日本公益学会が誕生する背景には、このよう
な 1990年代後半における研究活動の高まりがあったのである。
　日本公益学会の設立が 2000年、東北公益文科大学の開学が 2001年という
ことで、「公益学」あるいは「公益学史」を捉える上では、これらの年が大き
な位置付けを与えられ、また注目されることが多いが、前述した 1990年代後
半における研究活動の高まりという点を押さえる必要がある。さらに筆者の検
証では、以下の観点から、1998年が「公益学」あるいは「公益学史」を捉え
る上で重要な年であったと位置付けている。第 1に、前述のとおり、雑誌を
含めた文献としては、1998年に刊行された『三田評論』（1998年 5月号、第
1002号）に掲載された「公益学のすすめ」（小松、1998）が「公益学」を取
り上げた初の文献であるということである。この小松 (1998：20-21)では以
下のように「公益学」について論じられている。「二十一世紀の到来を目前に
して、新しい学問が誕生しようとしている。その名を公益学という。私たちが
触れる機会の多い経済学、経営学などとは関心や対象を同じくすることが多い
のに、拠り所とする原理や価値観を異にするものである」。「国・自治体および
民間の団体・個人が一企業・一団体・一個人の儲け・私益を超えて、地域全体・
社会全体・人間全体に利益や福利をもたらすべく取り組む活動、政策、制度の
全体が公益現象を現出する。公益学の研究対象は、まずはそういった公益に関
わる諸現象全体に目を向け、その中から課題を絞っていくことになる」。この
論述は文献レベルにおける初の「公益学」についての説明の記載であり、「公
益学史」における位置付けは大きい。このように、文献レベルで「公益学」が
形として世に出されたのが 1998年なのである。第 2に、詳細については後述
5 シリーズ第 1回は荒田（1998）、第 2回は町田（1998）、第 3回は中村（1998）、
第 4回は福原（1998）、そして最終回の第 5回は加藤（1999）である。いずれも「公
益」あるいは「公益学」についての論考である。
千葉大学　公共研究　第８巻第１号（2012 年３月）
177
するが、1990年代後半に東北公益文科大学の開学に向けて準備が進められる
中、「公益学部」という名称が始めて公式の会議で出され、東北公益文科大学
が「公益学」に取り組むということが明確な形として世に出されたのも 1998
年であるということである（東北公益文科大学、2005）。
　そしてこうした状況の中から、初の「公益学」研究の学会として日本公益
学会が 2000年に設立される。設立発起人代表である小松隆二をはじめとする
17名の発起人による「日本公益学会設立趣意書」が出された後、2000年 5月
13日に創立大会が開催され、規約等が承認された。ここにおいて正式に日本
公益学会が設立された。
　2000年 11月には第 1回大会が開催され、130名を超える参加者が集い、「企
業と公益」を共通テーマに研究報告、講演、パネル・ディスカッションが行わ
れた（日本公益学会、2001）。以後、毎年の大会開催と論文誌発行を中心とし
て「公益学」研究が展開・蓄積されてきている。設立発起人代表であった小松
隆二は、この日本公益学会の設立を「公益学」の「船出」と捉え、以下のよう
に述べている。「（日本公益学会が設立して〈筆者注〉）公益学はささやかなが
ら、しかし大きな夢をもって船出した。要はこれからである。公益学という新
しい体系と理論の開拓というパイオニア的な活動のほか、多様な領域にわたる
事例研究、社会科学と自然科学の連携など多くの試行・実験をともなう活動で
あり、今後の期待も大きい」（小松、2002b：26-27）。初代会長である大島美
恵子も、日本公益学会の設立について以下のように述べている（大島、2007）。
「日本公益学会は、平成 12年初夏に誕生した。21世紀を迎えるにあたり「公益」
を掲げてこれを学問体系とする「公益学」を進めたいという小松隆二現東北公
益文科大学学長の壮大な発想による日本公益学会の誕生である。「公益」とい
う言葉のもとに、既存の学問を捉え直し、新しい公益を構築しようという意欲
的な試みであり、さまざまな分野の研究者が集まった」。このように「公益学」
研究に対する機運の高まりの中から、「公益学」研究への希望と期待を背負っ
て日本公益学会が設立され、以後、日本公益学会では、「公益学」における研
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究者と研究の集積地として、「公益学」を研究する研究者が一堂に集まり、「公
益学」研究の蓄積・体系化が進められてきている。
　第 3節　「公益学」の成立―東北公益文科大学の開学―
　「公益学」に初めて取り組む大学として 2001年に設立された東北公益文科
大学は、山形県と山形県庄内地域の 14市町村が建設し、それを学校法人で運
営するという公設民営方式の大学である。日本で唯一、公益学部を設けている
大学でもあり、大学院には公益学研究科が設けられ、付属研究機関として公益
総合研究センターが設立されている。
　東北公益文科大学と「公益学」については、同大学が設立される以前の設立
の構想の段階から密接不可分の関係にある。その点について以下論じる。大学
設置に向けての様々な検討を行うことなどを目的とし、庄内地域の 14市町村
長、山形県文化環境部長および庄内支庁長で構成される「大学整備検討調整会
議」が 1996年 3月に設置されて以降、会議を幾度も重ねながら次第に大学の
姿が作られていくこととなるが、1997年 11月に開催された「第 5回大学整
備検討調整会議」において、山形県は大学の理念につながる性格付けについて
「公共性、公益性、社会性、地域性の強い非営利分野で活躍できる人材育成の
ための大学」と説明している（東北公益文科大学、2005）。この段階では「公
共性」、「社会性」、「地域性」といった概念と並列して「公益性」が掲げられて
いるものの、「公益学」あるいは「公益」が大学の性格付けの中心になってい
るわけではない。そして同年に開催された「第 6回大学整備検討調整会議」では、
大学の学部に設けられるコースとして「政策」、「公益」、「ボランティア貢献」
を柱に検討を進めていることが報告されたが（「同書」）、この時点でも、まだ「公
益」は並列の位置付けである。なお、この段階ではまだ学部名および学科名は
明らかにされていない。そして、翌年 1998年 3月に開催された「第 8回大学
整備検討調整会議」において、ついに「公益学部」、「公益学科」という学部名称、
学会名称が初めて事務局から示されることとなる（「同書」）。公式の会議にお
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いて「公益学」を看板に掲げる大学像が初めて明確に示されたのである。コー
ス名についても同時に示され、「公益政策コース」、「公益経営コース」、「公益
支援コース」と「公益」を全面的に出した構想となった（「同書」）。このよう
に大学が開学する 3年前の 1998年にはすでに「公益学」を大学の柱とするこ
とが構想されていたのである。東北公益文科大学自己評価委員会編（2006）は、
以下のようにまとめている。「東北公益文科大学は、山形県と日本海に沿う庄
内地域 14市町村の新総合計画の一環として設立の契機を与えられた。庄内 14
市町村にとって、共通の目的であり、悲願であったのが、庄内に四年制大学を
創設することであった。それに対して、地方の時代に相応しく、地方にも高度
の学術の展開が必要であると考え、主に慶應義塾大学の関係者が参画、連携し
て、大学としての理念や専門の学問について深く議論し、あるべき大学像をま
とめあげた。その結果打ち出されたのが新しい学問として公益学を専攻する公
益大構想であった」。
　そして、2001年 4月に東北公益文科大学は開学する。東北公益文科大学の
設立に際して掲げられた「大学設立宣言」では以下のように述べられている。
「今、東北の一郭・庄内の地には、創造と進取の気象がみなぎっている。その
息吹のなかから新しい大学が誕生した。日本で初めて公益学に挑戦する東北公
益文科大学である」。このように、またこの他にも、東北公益文科大学の「大
学設立宣言」では、「公益」・「公益学」が大きな位置付けで採り上げられている。
こうしたことからも、東北公益文科大学が設立以来、「公益学」を大学の中心
に据え、看板としてきた大学であるということが分かる。
　開学 1年目に作成された大学案内冊子である東北公益文科大学（2001b）で
は、当時の同大学学長であった小松隆二が以下のように述べている。「公益学
を究める日本で最初の大学として、東北公益文科大学は、この四月に開学し、
大きな第一歩を踏み出しました。全国から公益学を学びたいという意欲満々の
学生諸君を迎えて、教職員、そして地域の皆さんとともに真の大学を目指す〈大
学町造り〉、併せて〈世のため人のため〉の非営利の考えや思想、活動や制度
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を学問にする公益学の確立に向けた活動が本格化しました」。このように、「日
本で初めて公益学に挑戦する」という使命を掲げて東北公益文科大学が設立さ
れて以降、教職員と学生により「公益学」研究が展開され、「公益学」の確立
に向けた活動が本格化していくこととなる。
　東北公益文科大学では、「公益とは何か」・「公益学とは何か」が研究と教育
における開学以来の大きなテーマとなっており、教職員、学生による議論、研
究が盛んである。東北公益文科大学の教職員により進められた「公益」・「公益学」
についての研究の大きな動きとして、2001年に教職員有志により立ち上げら
れた「公益を語る会」および「公益研究会」の研究活動がある（平松、2004）。
東北公益文科大学が 2001年 4月に開学して約半年後に、当大学教職員による
「公益を語る会」が発足し、「公益」や「公益学」についての討論が重ねられ
た。全 10回の会を重ねた結果、「公益学は、多様な学問を公益という新しい
視点から学ぶ学問である」、「公益とは自分を大切にしながら、世のため人のた
めに役立つこと」、「公益学」の社会的使命は「公益の視点をそなえ、さまざま
な分野で活躍することのできる人材を育成すること」という成果がまとめられ
た。その後、2002年に会の名称を「公益研究会」と変更、第 15回から第 23
回までの研究会では、様々な教職員により、それぞれの専門分野における研究
内容と「公益」についての研究報告が行われた。その後も「教員による公益を
視点とした専門理論の報告を公益の視点から分析し、「公益学」の深化を図る」
ということや、「経営、社会、環境および総合科目の内容と「公益」との関係
を明らかにし、誰の目からみてもわかりやすい公益学の構築」を目指すという
ことを目的として同会の活動は行われ（「同書」: 4）、2007年には「公益研究会」
の教職員がそれぞれの研究分野において「公益」について論じた『私の公益ノー
ト』が刊行された（東北公益文科大学公益研究会編、2007）。こうした東北公
益文科大学における「公益学」についての諸研究・研究活動の蓄積が「公益学」
の構築に寄与してきた。
　東北公益文科大学における「公益」研究の動向について整理した研究に和田
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（2011）がある。和田（2011）は、東北公益文科大学の教職員・大学院生・学
部生による「公益」に関する研究として「「公益」の語をタイトルに含む研究」
と「日本公益学会で発表された研究」を採り上げて開学から 10年間の業績数
を調査した。その結果、「公益」の語をタイトルに擁した研究業績は開学当初
に比べ減少していることを明らかにした。そして、日本公益学会における教員・
大学院生による大会での口頭発表および学会誌への論文投稿の件数を調査し、
2010年度には教員による大会での口頭発表および学会誌への論文投稿のいず
れにおいても 0件になったことも踏まえ、2009年度以降、「公益」を明示的に
意識した研究業績の減少が顕著になっている可能性があるということを論じて
いる。和田（2011）はそうした状況に影響を与えている可能性のある、ある
いは関係していると考えられる要因として、「⑴学内の公益研究の場である公
益研究会が 2009年度以降活動を休止している、⑵学部および修士課程におけ
る「公益」の語を科目名に含む科目数が減少している、⑶特任教授以外の日本
公益学会への入会者数が減少している」の 3点を挙げている。和田（2011）は「公
益学」の一部と捉えられる東北公益文科大学における「公益」研究の動向につ
いて分析・整理したものであるが、前述したとおり近年はこのような研究は皆
無であり、また定量的に分析した研究は管見の限り初である。このような研究
を積み重ねていくことが「公益学」の整理・体系化に不可欠であり、「公益学」
における貢献は大きい。
　以上のように、「公益学」の成立とその前後を俯瞰すれば、1990年代後半
からの「公益学」研究に対する機運の高まり、2000年の日本公益学会の設立、
2001年の東北公益文科大学の開学、2000年代以降の日本公益学会および東北
公益文科大学を中心とした「公益学」研究の蓄積と整理することができる。そ
して、次章で論じる「公益学」の体系化へと続いていくこととなる。
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２．「公益学」の体系化
　第 1節　「公益学」の体系化について
　「公益学」が成立して以降、2000年代に「公益学」の体系化が進められてき
ており、「公益学」研究の諸論者が「公益学」の体系化について論じてきてい
る。「公益学」の体系化は、「公益学」が発展していくためには必要不可欠である。
本章では、それら諸論者の先行研究を整理し、「公益学」の体系化について論じる。
　「公益学」の体系化について把握する上では、5つの重要なポイントがある
と考える。第 1に、初の「公益学」研究の学会として設立され、現在も唯一の「公
益学」研究の学会として「公益学」研究の中心となっている日本公益学会、第
2に、「「公益」を総合的に研究し、学ぶ日本初の大学」として 2001年に開学
され、「公益学」において日本の大学・研究機関を先導している東北公益文科
大学、第 3に、東北公益文科大学初代学長として、また日本公益学会発起人
代表として、「公益学」の成立および体系化の中心的・先導的役割を果たし、「公
益学」の礎を築いてきた小松隆二、第 4に、日本公益学会初代会長として、ま
た東北公益文科大学初代副学長として、「公益学」の成立および体系化の中心的・
先導的役割を果たし、「公益学」に対して学問としての様々な整理・分析を行っ
た大島美恵子、第 5に、東北公益文科大学第 2代学長として 2000年代後半以
降の東北公益文科大学における「公益学」を牽引した黒田昌裕、以上 5つの「公
益学」に対する捉え方である。第 1から第 3までは小野（2010a）を踏まえな
がら加筆し、本稿ではさらに重要なポイントとして第 4および第 5を加えた。
それらを把握することが「公益学」の体系化を把握する上での鍵となると考え
る。それら 5つの面から「公益学」を捉え、これまで論じられてきた「公益学」
の体系化について整理する。
　第 2節　日本公益学会における「公益学」
　第 1に、日本公益学会における「公益学」についてである。前述のとおり
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日本公益学会は、初の「公益学」研究の学会として 2000年に発足した学会で
あり、現在も「公益学」研究の学会としては唯一の学会である。日本公益学会
では、「公益学」を研究する研究者が一堂に集まり、「公益学」研究の蓄積とと
もに、「公益学」の体系化が進められてきており、「公益学」における研究者と
研究の集積地となっている。まさに「公益学」研究の中心ということができる。
　日本公益学会の「設立趣意書」では、以下のように述べられている。「学会
を設立するとなると、公益の定義化などが必要と考える方もおられると思い
ますが、私どもは、むしろ定義化することで、公益学の理解や広がりが狭隘
化することを恐れています。社会貢献的な考え、公益をめぐる思想、活動、組
織、経営、法則などを社会のさまざまな活動と広く結びつけて考え、これらを
一つの学問体系として研究対象とする必要性を感じています。すでに環境、安
全、公益法人、社会福祉、NPO、社会教育、企業倫理、ジェンダーなどそれ
ぞれの領域で多数の学会が成立しています。しかしながら個々の領域を超える
横断的な研究とその理論化、それらを包括したり、総合したりする複合的な学
会や活動はこれまではみられません。従って、本学会は人文、社会、自然科学
といった枠にはとらわれず、自由に、柔軟に非営利の公益・公益活動を総合的
に研究することをめざしています」（日本公益学会、2000）。日本公益学会の「公
益学」に対する捉え方をこの設立趣意書から見てとることができる。
　日本公益学会における「公益学」の特徴として、「様々な研究領域から成り
立つ」という点、そして「公益学」についての厳密な定義をせずに「公益学を
広く捉える」という点を見出すことができる。
　第 3節　東北公益文科大学における「公益学」
　第 2に、東北公益文科大学における「公益学」についてである。前述のとおり、
同大学は日本で初めて「公益学」に取り組む大学として 2001年に設立された
わけであるが、「大学設立宣言」では、「公益」・「公益学」について以下のとお
り述べられている。「21世紀は〈ヒト・ココロ〉本位の時代である。〈世のた
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め人のため〉の非営利の考えや活動、制度やシステムが大きな位置と役割を占
めることになる。そのときこそ、子供が子供らしく、人間が人間らしく生きる
ことのできる公益の時代である。そこに至って初めて資本と市場の原理、そし
て中央や大都市本位の論理が、新しい公益原理によって検証され、公益と調
和のとれる在り方を模索するようになる。その公益原理に基づく公益学は、人
間・自然・地域を尊重する視点から、自由と平等、平和と安全、保護と保全を
人類と地球が永続的に保障されるのを支援すべく、理論や体系の確立に向けて
研鑚を積む」（東北公益文科大学、2001a）。さらに東北公益文科大学（2001b：
8-9）では、「公益学」について「人間がよりよく生きていくために必要な非営
利に関する思想や活動、制度やシステムについて総合的に研究する学問」と
説明されており、具体的な研究分野としては、経済学、経営学、社会学、哲学、
倫理学、工学、医学、生物学、企業・組織の活動、個人の活動が挙げられてい
る。東北公益文科大学が大学設立当初に構想していた「公益学」全体の構図は、
図 1のとおりである（東北公益文科大学、2001b：8-9)。「公益学」においては、
経済学、経営学、社会学、哲学、倫理学、工学、医学、生物学、企業・組織の
活動、個人の活動等の様々な研究領域がある中で、それぞれの研究領域におい
て「公益学の諸要素」があり、それらを「新しい公益という視点で体系化する」
という「公益学」の体系・構図が全体的に示されている。
図 1　「公益学」全体の構図
（出典）東北公益文科大学 (2001b：8-9)
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　そして、2000年代後半以降の東北公益文科大学が構想している「公益学」
全体の構図は、図 2のとおりである（東北公益文科大学、2010a：3）。図 2か
らも分かるとおり、近年の東北公益文科大学における「公益学」のキーワード
は「学融合」である。「学融合」について東北公益文科大学は以下のように定
義している。「「一人ひとりが、最も得意とする分野の知識と知恵を持ち寄って、
そのコラボレーション（共働）で新しい未来を切り開くこと」、言い換えれば、
「さまざまな学問がその学問のもつ知識の体系を超えて共働し、それぞれの学
図 2　「公益学」における学融合
（出典）東北公益文科大学 (2010a：3)
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問だけでは解決できない課題を解決していくこと」、これを本学では「学融合」
と表現し、「学融合」こそが未来の学問のあり方だと考えています」（東北公益
文科大学、2010b：44）。このように東北公益文科大学では、開学当初の 2000
年代前半と比べて 2000年代後半に「公益学」に対する捉え方が変化している
ことが分かる。
　東北公益文科大学における「公益学」の特徴は、「様々な研究領域から成り
立つ」という点と、「公益の視点」である。ただし、2000年代後半以降は、「学
融合」がキーワードになっており、前者の「様々な研究領域から成り立つ」と
いう点が、様々な研究領域の「融合」である「学融合」という形で発展し、さ
らに重視されることとなった。
　第 4節　小松隆二における「公益学」
　第 3に、小松隆二における「公益学」についてである。前述のとおり、小
松隆二は、東北公益文科大学初代学長として、また日本公益学会発起人代表と
して、「公益学」の成立および形成期における「公益学」の形成・体系化にお
いて先導的・中心的役割を果たしてきた。「公益学」の把握のためには、小松
隆二の「公益学」に対する捉え方を把握することが不可欠である。
　小松（2001c：42）によれば、「公益学」とは、「社会や人間を〈世のため人
のため〉の視点から研究する新しい学問」であり、「自分以外の他人の立場や
社会の視点にも配慮する非営利の考えや活動、制度やシステム、さらに政策や
法制を総合的に研究する学問」である。この他、「公益学」についての様々な
説明が小松によってなされている。「公益学」の研究課題、研究領域について
は以下のとおりである。「公益の理念や理論を明らかにすることを中心に、公
益の理念に沿う思想、活動、制度、法律、あるいは地域、自然、環境等のあ
り方を明らかにすること、さらには公益の理念・視点で人々や環境を見直す
ことなどが研究の主要な課題である」（小松、2004：283）。さらにより具体的
な研究領域として、「社会福祉論、公衆衛生論、ボランティア論、公益法人論、
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NPO・NGO論、非営利組織運営論、難民論、公害論・環境保護論、医療・環境・
教育・経営などの倫理論、労働組合論や協同組合論、社会教育論、平和（運動）
論、あるいはその一環や延長としてすでに調査・研究されてきたもの」、加え
てその他これまで調査・研究されてきていないものなど、実に多くの研究領域
を挙げている（小松、2000：11）。
　また、「公益学」の役割については以下のとおりである（小松、2002：63-
67）。第 1に、「非営利の公益に関する思想や理論、活動や成果、さらに政策や
法律などの諸制度を広く総合的に調査・研究・解明する課題と役割」である。
より具体的には、善行や親切心の発露としての行動やボランティア活動から、
一層専門性を要求される高度な活動や組織、また多様な制度にいたるまで、「公
益」や公益活動の実態を調査・解明する役割があるということである。第 2に、
「人間、団体、制度、社会、地域の公益（活動）面を調査、解明することにより、
同時に人間や社会の全体像の理解・解明にも寄与する役割」である。これまでは、
人間、団体、社会においては、営利（活動）面に比して、非営利の公益（活動）
面は軽視されてきたわけであるが、そこに光が当てられることは、これまで最
も光の当たっていた営利（活動）面に加えて、非営利の公益（活動）面にも光
があてられることとなる。それによって、人間、団体、社会の全体像を総合的
に解明し、理解しやすくするという役割があるのである。第 3に、「公益学は、
公益活動そのものの拡大を促す役割を担っている」ということである。「公益学」
の発展が前述の第１、第２の役割を果たすことにより、「公益」や公益活動へ
の一般の関心を高め、「公益」の思想や活動の裾野を拡大、土台を強化していく。
そして公益活動そのものの量的・質的向上、拡大も促すことになるのである。
　小松隆二における「公益学」の特徴は、「様々な研究領域から成り立つ」と
いう点と、「公益の理念・理論を明らかにする」、「公益の理念・視点で分析する」
という点にある。
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　第 5節　大島美恵子における「公益学」
　第 4に、大島美恵子における「公益学」についてである。前述のとおり、日
本公益学会初代会長であり、また東北公益文科大学初代副学長である大島は、
大島（2001）、大島（2008）等の研究において、「公益学」について様々な観
点から整理・分析を行い、「公益学」の体系化に新たな知見を加えた。
　大島の「公益学」の体系・構図を全体的に示したものに大島（2001）（図 3）
がある（大島、2001：9)。大島（2001）は、「公益学」は、細分化した学問の
発展型ではなく、「自分の為だけではなくて、皆のために良い事を社会のなか
で進めてゆくにはどうしたらよいかを考える」というはっきりした目的を持ち、
細分化した学問を、視点を変えてもう一度見直そうとする学問であると論じて
いる。別の表現によりまとめれば、「公益学」研究の目的は、「異分野の専門性
の知を集合して、公益的な社会を実現するための社会システム構築の基盤を作
ることにある」（大島、2001：10）ということである。
　東北公益文科大学（2001b）（図 1）、東北公益文科大学（2010a）（図 2）、お
よび大島（2001）（図 3）は共に「公益学」の全体的な体系・構図を示したも
のであるが、個々のそれぞれの研究領域と「公益学」関係についての整理が、
大島（2008）の「生命公益学の視点」により加えられた（図 4参照）（大島、
2008: 141）。そこで大島は、個別の研究領域である生命科学と「公益学」との
関係について整理している。他の個々の研究領域と「公益学」の関係も同じよ
うな構図で捉えることができる。
　さらに、大島（2001）は学問の歴史のコンテクストの中で「公益学」に
ついて捉え、学問の歴史の中で「公益学」を位置付けた（図 5参照）（大島、
2001：8）。大島（2001：8-9）によれば、学問の歴史において、まず学問とし
て発達したのは神学であり、12世紀ごろには、神学が統括する学問として医
学と法学が発達してきた。そして 19世紀になると、科学技術の加速度的な発
展とともに学問は分化し、新しい分野が生まれ、自然科学、社会科学、人文科
学などの言葉が生まれた。20世紀に入ると、科学技術と経済の急速な発展と
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図 3　 「公益学はいろいろな
学問を包括している」
（出典）大島（2001：9）
図 5　「学問の歴史」
（出典）大島（2001：8）
図 4　「生命公益学の視点」
（出典）大島（2008：141）
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ともに、さらに学問は細分化していった。そして、そうした 20世紀の学問は
あまりに細分化された学問であり、わずかな一面しか見られないということ気
づいた学者が学際的な学問領域に取り組んでいった。例えば企業倫理学、生命
倫理学などである。しかしながらそれらの学問は、それぞれの学問分野の中に
発展的に生まれたにすぎない。新しい学問である「公益学」は、細分化された
学問の発展型ではなく、細分化してしまった学問を、視点を変えてもう一度見
直そうというものである。こうした学問の細分化を乗り越えるという「公益学」
の歴史的使命を踏まえても、「公益学」の総合的・全体的・融合的という性質（小
野、2010a）は「公益学」にとって重要な意義を有しているのである。
　大島美恵子は、個別の研究領域と「公益学」との関係について整理したとい
う点、学問の歴史の中で「公益学」を位置付けたという点において「公益学」
の体系化における貢献があるが、それらを踏まえながら、「異分野の専門性の
知を集合」するというところに「公益学」の意義を見出している点が、大島美
恵子における「公益学」の特徴である。
　第 6節　黒田昌裕における「公益学」
　第 5に、黒田昌裕における「公益学」についてである。黒田は 2008年 6月
に初代学長の小松隆二の後を引き継いで第 2代学長として 2000年代後半以降
の東北公益文科大学を先導してきている。黒田（2009）は、「公益社会」を「人々
が日々の営みにおいて、他人の権利を侵すことなく、自分に課せられた義務を
遂行し、人々が与えられた権利を安心して行使できる社会」と定義したうえで、
「公益学」を「公益社会」を「実現する方法」として捉えている。そして「公益学」
について以下のとおり論じている。「「公益学」は、社会のデザインに関して多
様な科学原理に基づく。経済学、社会学、福祉論、都市工学、工学などいろい
ろな「学の融合」から成り立つ複合の領域である」。黒田における「公益学」
のキーワードも「学融合」である。黒田（2010）は、世の中が不安定になり、「安心・
安全な社会」の実現が求められる中、また、社会・経済情勢が激変する中で、「安
千葉大学　公共研究　第８巻第１号（2012 年３月）
191
心・安全な社会」をどうデザインし、どう実現するかはとても難しい問題であ
り、そうしたデザインを、様々な学問の立場から示すのが「公益学」の役割で
あると論じている。
　黒田昌裕における「公益学」の特徴は、「公益学」を「公益社会」を「実現
する方法」として捉えているという点と、「学融合」である。
　第 7節　本章の小括
　以上、これまで論じられてきた「公益学」の体系化について 5つの面から整理・
検証してきた。これらの 5つの面に共通している点は、「様々な研究領域から
成り立つ」という点と「公益を探究する」という点であると考えられる。この
2つの共通点をもとに5つの面を体系として位置付ければ、以下のとおりである。
　2000年代後半以降の東北公益文科大学における「公益学」、大島美恵子にお
ける「公益学」、黒田昌裕における「公益学」については、「異分野の専門性の
知を集合」あるいは「学融合」に重点が置かれており、「様々な研究領域から
成り立つ」という点により大きな重点を置く体系として位置付けられる。また
一方で、2000年代中盤までの東北公益文科大学における「公益学」、小松隆二
における「公益学」については、「様々な研究領域から成り立つ」という点と
並んで、「公益を探究する」という点にも重点が置かれており、「様々な研究領
域から成り立つ」という点と「公益を探究する」という点の両方に重点をおく
体系として位置付けられる。日本公益学会における「公益学」については、「公
益学を広く捉える」という特徴があることから、「様々な研究領域から成り立つ」
という点と「公益を探究する」という点の両方を広く含んでいる体系として位
置付けられる。
おわりに
　本稿をここでまとめる。本稿では、「公益学」のこれまでについて、1990年
代後半からの「公益学」研究に対する機運の高まり、その中から生まれた「公
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益学」の成立、その核である 2000年の日本公益学会の設立および 2001年の
東北公益文科大学の開学、両者を中心とした 2000年代以降の「公益学」研究
の蓄積、体系化と捉え、その中でも「成立」と「体系化」という 2つの大き
な局面、流れを中心に整理しながら論じてきた。まず 2000年前後における「公
益学」の成立について整理・検証した。1990年代後半からの「公益学」研究
に対する機運の高まりの中から「公益学」が生まれ、2000年に「公益学」研
究の初の学会として日本公益学会が設立され、「公益学」に初めて取り組む大
学として東北公益文科大学が 2001年に開学し、以後、両者を中心に「公益学」
の研究蓄積、体系化が進められてきたということについて論じた。次に「公益学」
の体系化について論じた。2000年前後に「公益学」が成立して以降、2000年
代前半を中心に「公益学」研究の諸論者が「公益学」について論じてきてお
り、「公益学」の体系化が進められてきている。それらを整理した結果、「公益
学」の捉え方には「様々な研究領域から成り立つ」という点と「公益を探究す
る」という点に共通部分を見出すことができるという点について論じた。「公
益学」について整理・分析した研究は 2000年前後の「公益学」の成立期に集
中し、体系化が進んできて以降は皆無の状況にある中で、本稿では、「公益学」
が成立して体系化に取り組み始めてから約 10年が経ったこの時点で、「公益学」
の成立と体系化についての整理・分析を新たに加えた。また、本稿には、「公
益学」が今後発展していくために必要な「公益学史」の形成に寄与するという
意義もある。
　近年、「公益学」研究の成立と体系化の中心となってきた日本公益学会と東
北公益文科大学における「公益学」は新たな展開が見られ、この動向について
最後に触れておきたい。前述のとおり、「公益学」の成立においては、初の「公
益学」研究の学会である日本公益学会の設立、さらに、「「公益」を総合的に研
究し、学ぶ日本初の大学」である東北公益文科大学の開学が核であり、また、
その後の「公益学」の研究蓄積・体系化においても日本公益学会と東北公益文
科大学が中心となってきたということについて論じてきた。そして、この「公
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益学」研究の成立と体系化の中心となってきた日本公益学会と東北公益文科大
学における「公益学」を観察することにより、2010年頃に、両者における「公
益学」が新たな展開へと動いているということが把握できる。
　まず日本公益学会であるが、2009年 9月に初代会長の大島美恵子の後を引
き継いで第 2代会長に選任された山本啓は、会長就任後初の刊行となった学
会誌『公益学研究』（2010年、第 10⑴号）において以下のように述べている
（山本、2010）。「日本公益学会は、発足から 11年目を迎え、新たな飛躍の段
階に入りました。これまでは、インナー・サークル的な色合いを多分に残して
いたわけですが、これからの 10年間は、「ローカルからグローバルへ、グロー
バルからローカルへ」という双方向の回路を縦横に行き来する学会へと発展し
ていけるようにと願っております」。このように新たな段階に入ったとの認識
を示しているが、今後具体的にどのように日本公益学会が展開していくのかに
ついてはこれから明らかになってくると思われる。これまで「公益学」におけ
る研究者と研究の集積地として、「公益学」研究の中心となってその蓄積・体
系化を牽引してきた日本公益学会の今後の展開方向は「公益学」に大きな影響
を与えると考えられる。
　次に東北公益文科大学であるが、東北公益文科大学では開学当初の 2000年
代前半と比べて 2000年代後半に「公益学」に対する捉え方が変化していると
いう点について前述したところであるが、さらに、2010年に開学から 10年
の区切りを迎えたという契機もあり、東北公益文科大学における「公益学」に
は新たな展開への兆しが見られる。同大学学長の黒田昌裕は「本学は 2010年
に創立 10周年を迎えます。この 10年間、私たちは「公益とは何か」「社会で
役立つ人材とはどういう人材か」を考え、発信し続け、「公益」の意識を身に
つけた人材を社会のあらゆる方面に輩出してきました」と東北公益文科大学の
これまでの 10年間を総括するとともに、今後の東北公益文科大学における「公
益学」研究の展開について以下のように述べている。「本学のこれからの 10
年は、「公益」を学問として、すなわち「公益学」として確立する時期です」（東
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北公益文科大学、2010b：8）。このように「公益学」研究が新たな段階に入っ
たとの認識が示されている。東北公益文科大学における「公益学」研究が、今
後具体的にどのような新たな段階に進み、展開していくのかについては、これ
から明らかになってくるところであるが、日本公益学会と同様、東北公益文科
大学の今後の展開方向も「公益学」に大きな影響を与えると考えられる。
　以上のように、「公益学」研究の成立と体系化の中心となってきた日本公益
学会と東北公益文科大学における「公益学」は、「公益学」の成立からおよそ
10年が経った 2010年頃から新たな展開へと動いていると考えられる。具体
的に、そして実際に「公益学」がどのような方向に進んでいくのかについては
今後にかかっており、その動向を注視していくことが重要である。
　「公益学」が成立して以降、体系化と研究蓄積が進められて約 10年が経った。
これまで積み重ねられてきた「公益学」研究について検証・総括する段階へと
至っているが、それは「公益学」における今後の大きな課題の一つとなっている。
本稿では「公益学」の成立と体系化を中心にこれまでの「公益学」の 10年間
の歴史を概括的に整理したわけであるが、それぞれの局面、それぞれの研究領
域において様々な歴史があることから、それぞれについてさらに掘り下げて整
理・検証を深めていく必要があり、残された課題である。
　「公益の時代」を迎える中、「公益学」の研究蓄積と体系化が今後一層進展し、
「公益学」がさらなる飛躍を遂げることが期待される。
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